
第４章 子どもたちを指導する上で特に重要と考えるもの 

障害のある子どもたちが自立し，社会参加するために必要な力を培うため,子ども一人一 

人の教育的ニーズを把握し，その可能性を最大限に伸ばします。また，生活や学習上の困難 

を改善または克服するため，適切な指導及び必要な支援を行います。 

○ 特別支援学級児童・生徒数 

個別の教育支援計画策定状況 特別支援学級介助員及び 

（個別の指導計画を含む） 特別支援教育支援員の配置 

○ 特別支援学級に在籍する児童生徒数が年々増加しています。一人一人の教育的ニーズに対 

応するためには，校内のコーディネーターを中心に校内委員会を充実させ，支援体制を確立 

する必要があります。 

○ 対象となる幼児児童生徒の個別の教育支援計画策定は増えてきているものの，活用につい 

ては十分ではありません。在籍中の支援内容をさらに充実するとともに定期的な評価を行い， 

進級進学および卒業時に支援が途切れないよう関係機関の連携を密にする必要があります。 

○ 特別な教育的支援を効果的に行うことができるようＯＪＴの充実を図るなど，教職員の力 

量を高める必要があります。 

重点１０ 特別支援教育の推進 特別支援教育 
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第４章 子どもたちを指導する上で特に重要と考えるもの 

「途切れのない支援」をすすめるため，特別支援教育校園内体制を 

さらに充実したものとします。 

○ 「個別の教育支援計画」を策定している学校・園が増えています。今後も，一人一人 

に応じた指導を充実し，学校全体で支援していくという視点から，通常の学級に在籍し 

ている子どもも含めて，必要な子どもに「個別の教育支援計画」が策定されるよう取り 

組んでいきます。 

○ Ｕ－８事業を充実させるとともに， 「相談支援ファイル」の活用を保護者にすすめ， 

学校・園での支援につなげていきます。現在，学校・園では 784 冊の「相談支援ファイ 

ル」が活用されており，さらに新規の作成が進んでいます。 

○ 巡回相談での助言を学校・園内全体のものとしていく校園内体制を充実していきます。 

○ 四日市市特別支援教育推進協議会においては，就労支援に向けて，関係部署・機関と 

の連携を充実させていきます。 

○ 年々増加傾向にある特別な教育的支援が必要な児童生徒に対して，適切な支援を行う 

ために介助員・支援員配置ができるよう計画していきます。 

その他の主な取組状況 

○ 地域特別支援教育コーディネーターの配置（以下，地域Co） 

一人一人の教育的ニーズに応じた特別な教育的支援を推進する校園内体制を確立 

するため，助言や連絡調整などを行う地域 Co を平成１７年度から配置しています 

（本年度は，小学校３名，中学校３名， 計６名）。 

○ 特別支援教育に関する啓発 

「四日市市における早期からの途切れのな 

い支援」の全体像と相談先を示す保護者向け 

の啓発リーフレットを，就学相談や教育相談 

の場で活用しています。 

このことにより，子どもの発達のつまずきや特性を正しく理解し，就学前からの 

早期支援につなげていきます。また幼稚園・保育園や学校においては，関係機関と 

連携しながら適切な支援を行っていきます。 

今後の方向性 

地域Ｃｏ学校・園訪問回数 
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四日市市は，早期からの途切れのない支援に取り組んでいます。 

お気軽にご相談ください。 

子どもの発達の特性を早期に正しく理解し，就学前から適切な支援を行うこと 

（早期支援），保育園，幼稚園や学校において，関係機関と連携しながら 

適切な支援を行っていくことで，可能性をより発揮させることができます。 

四日市市特別支援教育推進協議会 
四日市市教育委員会　教育支援課
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○ 四日市市発達障害等早期支援事業「プロジェクトＵ－８事業」 

平成２１年度１０月にスタートした『自信を高 

めるための４つの教室』は，学校・園で周知され 

つつあり，教室登録件数も増加傾向にあります。 

子どもの困り感を，保護者，学校・園，４つの 

教室の三者が共通理解し，連携しながら進めてい 

くことで，効果につながる感想が多く寄せられて 

います。 

○ 特別支援教育スーパーバイザーの巡回相談 

元医療少年院院長の専門的知見を有するスー 

パーバイザーが学校を訪問し，その経験をもと 

に，児童生徒へのかかわり方や教職員の悩みに 

ついてアドバイスをいただきました。多様な特 

性のある思春期の子どもに対して，具体的な対 

応方法を教えていただき，児童生徒の様態が改 

善してきているとの声が多くありました。 

○ 巡回相談員による教育相談 

巡回相談員数とその内訳 

巡回教育相談により，校・園内における支援が少しずつ充実してきています。今 

後も市内在住の幼児児童生徒を対象にした巡回相談を実施し，途切れのない支援の 

充実を目指していきます。 

校数 回数 

小学校 13 17 

中学校 12 14 

合計 25 31 
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相談回数 

H19 H20 H21 H22 
地域Co 5 5 5 6 

巡回相談員 9 9 9 10 

教育支援課 
スーパーバイザー 

0 0 1 1 

教育支援課職員 4 5 5 5 

計 18 19 20 22


